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高温 耐性品種「に こまる」の 育成過程と普及

（独 ）農研機構 九州 沖縄 農業研 究セ ン ター

　　　 稲 育種 ユ ニ ッ ト　 坂 井 真

1．西 日本の 稲作を巡 る諸問 題

わ が 国 にお ける稲作 は 近年 ， 慢 性 的な 消 費減少 と過 剰 作 付け等 による価格 低迷 により厳しい

状況 にある。 加えて
， 担 い 乎 の 高齢化も深劇 化 して お り， 生 産基 盤 の 弱 体化が懸 念 され てい る。

一一一一　h
−
，よりお い しい 米 を求 め る指 向 の 高 まりか ら，生 産 ，流 通 の 場 で 消費 者の 求 め る高 品質 ，良

食味を持つ 米が選 別され ， 人 気を得る傾 向が 強まっ て お り， 全国的に 「コ シ ヒカリ」「あきたこまち」

とい っ た ， 少 数 の 「売れる米 」と見 なされ るブ ラン ド品種 に 作付 けが集 中す る品 種の 「寡 占化」が進

行 してい る 。

九州地域で は 中生 品種 の 「ヒノヒカリ」が ，早期水 稲や もち米も含めた 全水稲作付 けの 60％近 くを

占める状況 が 続 い て い る 。 また ，近 畿 ・中国
・四 国地 域で は ，か つ て は 「早生 」の 日本 晴 を 中心 と

中生種 ， 晩 生 種 に作 付 けが適 当に 分散 され て い た が ， 近 年で は 市場評価の 高い 極早 生 の 「コ シ

ヒカリ」，中晩 生 の 「ヒノヒカリ」へ の 作付 けの 二 極 分化 が 進行 してい る。

一
方で ， 西 口本 の 温 暖 地 ， 暖 地 で は ， 最 近の 気 候 温 暖 化傾 向 により，

8月 か ら9月 にか けての

水稲登 熟期気候が高温 になる年が 多く， そ れ が原 因で 起こる白未熟粒 の 増加や充 実不 足 に よる

米 の 品 質低 下 が 問題 とな っ て い る 。 近 畿 ・中国 ・四 国 地 域で は ， 極 早 生 の 「コ シ ヒカリ」が 平坦 地

域 でも作付 けされることに より， 登熟期 が高 温 に遭 遇 する危 険 が高 くなり， 品質 低
一
ドが深刻 化 して

い る。 九 州 地 域で は
一

等 米 比 率 が 50％未満 となる状況 が 数年 連続 で 続 い て お り
， 事 態 は さらに深

刻 で ある。 こ の 原因として ， 九州の 主 力品 種の 「ヒ ノヒカリ」が 高温 条件で は 白末熟粒 多発 や充実

不 足を招きや す い ことが被害を拡大させ てい ると考えられる 。

こうした厳 しい 現状 を打破 す るために は ，稲 作の 技 術 而 に お い て様 々 なブ レ
ー

クス ル
ー が 必 要

と考えられるが ， 特 に品種 開発 に は生 産性 や品質 を向 上 し，市場の 要請 に応 え っ っ 生 産 者の 経

営向 上 に寄与 する新品 種が求 め られ て い る 。 とりわけ九 州 地域 にお い て は 「ヒノヒカ リ」に偏 っ た品

種 構 成を改 め ， 高温 気象 Fでも安定 した産 米 品 質を実 現で きる品種 へ の 要望 が高 まっ て い る 。

九 州 沖縄農業研 究セ ン タ
ー

で は ， こ の ような ニ ー ズ に 応 えるた め ，
「ヒ ノヒカ男 に 代 わ りうる高温 登

熟性 の 優 れ た中生種 として 「に こまる」を育成 した。本 稿 で は 「にこまる」の 育成 経 過や 特性 ，育成

の 意義に つ い て 概説する。
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2 ．「に こまる」の 育成経過 と品種特性

「に こまる」は 「ヒ ノヒカリ」熟期 の 中生種として ，
2005 年に 「は系 626」（後の 「きぬ むす め」）と「北

陸 174号」とい う， ともに品質 ・食味が 良い 両親 の 交 配組合 せ か ら育 成 された （旧系統 名 ：西海 250

号 ）（図 1）。「に こまる」の 名 は，おい しくて 笑 顔 が こぼれ る品種 で あること，品種 特性で ある粒 張 り

の 良さ（丸い イメー ジ）を表現して命名 され たもの で ある。

難ト
（子ヨ ニ シ キ 〉

　　 第 1図 にこまるの 系譜 写 真1 玄米 （に こまる ：左 ，
ヒノヒカリ：右）

「にこまる Gの 出穂 期 ， 成熟期は 「ヒノヒカ リ」並 か やや遅い ，

”

中生 の 中
”

の うるち種 で ある 。 玄米

の 外 観 品 質が 特 に優れ ， 育成地 ならび に温 暖 地 ・暖地 の 奨決 試 験 で 「ヒノヒカリ」より明 らか に 安

定 して 良好で ， 特 に 高温条 件でも品質が低 下し にくい 特長 を示す （写真 1）（坂井 ・他 ，
2007）（長

崎 総農林試 ，2006）。「に こまる」の 高温 登 熟性 に つ い て は，当研 究所 で 行 っ た 高温寡照試 験や

九 州 ・沖縄地域の 連絡試験でも ，
「ヒノヒカリ」に 比 べ 高温 条件下で 白末熟粒発 生 が 少 ない ことが

確か め られて い る 。 また 関連 して ， 高温 寡照条件で 玄 米の 充実度を示 す米粒の 溝の 深 さが ，
「ヒノ

ヒカ リ」より深 くなりに くく充 実 が 良い こと（森 田 ・他 ，
2006）， 穂 揃期 の NSC （非 構 造性 炭水 化物）含

量が 「ヒノヒカリ」より安定して 高く，登 熟上有利で ある特性を備 えることが明 らか に なっ て い る（森田

・他 ，
2008）。 食味 は fヒノヒカ リ」「コ シ ヒカ リ」並 の

”

上 中
”

で ， とくに 米の タン パ ク質 含有率 が低い 特

性 を示 す 。 収 量性 は ，
「ヒノヒカリ」より安定して優 り， 近 畿地 方か ら九 州地方 の 広い 地 域で ヒノヒカ

リ比 5〜 10％増 の 多収 を示す 。耐 倒伏 性 は 「ヒノヒカリ」並か やや 強 い
”

中
”

で ，
い もち病 圃場 抵抗

性 は 葉い もち ， 穂 い もちとも「ヒノヒカ リ」並 の
”
やや 弱

”
で あ る（表 1， 表 2）。

一100一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Solenoe 　Soolety 　of 　Japan

表 1 にこまるの
一

般特性 （育成地 ， 2000〜 2004年）

品種名

． 、統名

出穂期　 成熟期　 　稈長

（月．日）　　（月．日〉　　 （cm ）

穂長　　 穂数　　精 玄米 重
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 玄米千粒重

（cm ）　　　　（本 ／M2）　　　　（ksr／a ）　　　　　（　）

に こまる

ヒノヒカ リ

8．278

．26

10．1710

．16

2488 20．120

．1

354375 64．762

．6

23，422

．5

口口

系統 名

倒

性

鮒

伏

穂発 芽性
い

撃
伝

葉い もち 穂 い もち 白葉齢 纏 枯病

に こまる　　 中
ヒノヒカリ　　や や 弱

中
難

Pia，　i，　 や や弱　 や や 弱　　 中　　 罹病性
丹観 　　やや 弱　 や や 弱　 や や 弱 　 罹病性

表 2 にこまるの 贔 質・食味特性 （育成地 ， 2000〜 2004 年）

品 ［

系 統名

　 玄
YL

　 品 質

（1良
一9否）

食味

食 味総 合値 　アミロ
ース　　蛋 白質

（基

嬲
シ ヒ

舗 率   含郁 （％）

にこまる
ヒノヒカリ

04な

a
中

中

上

上

0，02
−0．05

1797雀

−

7656

表 3 にこまるの 配 付 先にお ける玄米収 量 と品 質

九州 関東・東海 ・近 畿 ・中国 ・四 国

年次　　　　　　 にこまる（a）ヒノヒカリ（b＞ a／b
　 　 　 試 験 件 数

　　　　　　　 （k91a）　　　　（kg！a）　　　（％ ）

　　　 にこまる（a ）ヒ ノヒカ リ（b）　a ／b
試 験件 数

　　　　 （kg！a）　　　（k91a）　　（％ ）

　 　 2002

　 　 2003
精 　2004
玄
　 　 2005
米

重　 2006

98104 60．659

、243

．754

。948

．4

58．154

．644

．150

．445

．8

1041099910910601i857藍
　

−

57559

．952559

．060

．5

55．655

．949

．055

．653

．8

104107107106112

計 52 52．4 49．8 105　　 41 57．9 54．I　　 lO7

（全地域 ・年次計）　 93 54．8 51．7　 　 106

年次　 試 験件 数 に こまる（a）ヒノヒカ リ（b） b− a 　 試験 件 数 に こ まる（a）ヒ ノヒカリ〈b） b−a

玄

米
品

質

2002200320042005200698104　

　

1
　

1
　

1

3，22

．75

．45

．26

．1

3．84

．26

．87

．45

．9

0．61

．61

．42

．2

．0．2

O1857 3．53

．84

．02

．92

．5

2391244333 0，70

．5
−0．lO

．lO

、8

計 52 4．7 5．7 1．0　 　 41 3．4 3．9
’
　 　 0，4

（全地域 ・年次計）　 93 4．2 4．9 0．7
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3．「に こまる」の 普及 の 見通し

「に こまる」は ， 玄米 品 質や収 量性 が 安定 して 「ヒノヒカリ」より優れ てお り，
「ヒノヒカリ」の 普及 地帯

に広 く適 すると考 えられ る。
2005 年か ら長 崎県で 奨励 品種 に採 用 され ， さらに 2008 年か ら大 分県

で も認 定 品種 として 普及 が進 ん で い る。 両県 に加 えて 福岡 県 ， 佐 賀 県，熊 本 県で は 産 地 品 種銘

柄に指 定されて おり， これらの 県で は 福岡県の JA 糸 島 ， 熊本 県で は JA 球磨などの 団体が 積極

的 に 生 産に 取り組ん で い る 。
2008 年 にお ける作付 面積 は 長崎 県で IOOOha，大分 県 で 200ha で あ

り，
九 州全 県で 1500ha 以 上 と推 定 される。

「にこまる1は ，
これまで 作付 けされた地域 で は 「ヒノヒカ

リ」より明 らか に検査成績が良好で あることが実証 され つ つ ある 。 2009 年は 奨励 県お よび前述 の

JA 等 で 大幅な作付け増が予 定され てい る 。 中国 ， 四 国 の い くつ か の 県にお ける奨励 品種決 定調

査 にお い ても有望視 され ， 今後も採用 県が増え普及 が広がる可 能性 があるほか ， 同地域の 数県

で は経済連 や 単位 農協で の 生 産 取 り組 みが進 み つ つ ある 。 以上 述 べ て きた ように ，
「にこまる」は

外 観品 質・収量 で 「ヒノヒカ リ」に優iり， 特 に高温 条件下 での 生 産安定性に優れ ， 食 味も「ヒノヒカリ」

に 遜色 ない こ とか ら， 暖地 ・温暖地 に お ける 「ヒノヒカリ」に代わる新 しい 基 幹品種 の
一

つ となるこ と

が期 待 される 。
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